
   

R7年度研修 評価     

研修名 訪問看護従事者研修会（スキルアップ編） 

領 域 訪問看護 会場 
新潟県看護 

研修センター 
受講料 

会 員：2.200円 

非会員：6.600円 

対 象 

募集数 応募数  受講数  会員数  非会員数 

第 1回 60名  35名   32名   25名    7名 

第 2回 60名  28名   26名   18名    8名 

第 3回 60名  43名   39名   28名   11名 

第 4回 60名  35名   34名   20名   14名 

第 5回 60名  29名   27名   12名   15名 

第 6回 60名  18名   18名   12名    6名 

第 7回 60名  28名   27名   18名    9名  受講延べ 203名 

日 時 

令和 7年 8月 23日（土）  9月 2日（火）   9月 17日（水） 10月 1日（水） 

    10月 16日（木） 11月 20日（木） 12月 6日（土） 

9：30～15：30・13：30～16：00・13：30～15：30・14:00～16：00 

ねらい（目標） 質の高い訪問看護サービスに必要な知識・技術を学び、実践に活かすことができる 

講 師 

1佐藤 博幸  訪問看護ステーションめぐみ 所長               

2大嶋さよ子  長岡療育園・新潟県医療的ケア児センター 看護師         

2平山沙知子  訪問看護ステーション tete 管理者                

3今野 卓哉  堀川内科・神経内科医院 院長                  

4 花垣 諒太  独立行政法人国立病院機構西新潟中央病院 薬剤部 製剤主任    

4吉田 智彰  公益社団法人新潟県薬剤師会 常務理事             

5中村 葉月  みどり訪問看護リハビリステーション 理学療法士         

6 佐藤 直子  聖路加国際大学大学院講師  

東京ナースステーションクオリティマネジメント部顧問 DNP      

7坂井 和泉  社会福祉法人恩賜財団済生会 新潟県央基幹病院  

慢性心不全認定看護師                                 

内容・方法 ○講義 1日 2～5時間 講義、グループワーク 

結 果 

○受講割合 48.3％                           【達成・未達成】 

○アンケート結果 

 ・理解度 98.4％                   【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度または研修目標の修得度 97.1％   【達成・未達成】 

○受講者の意見 

 ・心理教育、精神科看護について学習を深め、実践で活用できると考えた。 

 ・日々の細かな関わりが成長・発達の支援になることがわかり、具体的な感覚刺

激や遊びを紹介していただき実践で取り入れてみたい。 

 ・パーキンソン病への関心が高まった。 

 ・看護師に求められる支援内容が分かりやすく、すぐに実践できそうだ。 

 ・訪問時に行うリハビリや動作の観察に活かせると思った。 

 ・講義がわかりやすく自分の特質も理解でき今後に活かせると思った。 



 ・グループワークでいろいろな意見が聞けて良かった。 

 ・訪問看護師のコミュニケーションについて学ぶ機会がなくとてもよかった。 

 ・利用者のなかでも多い心不全について病態、治療、患者、家族指導など幅 

広く学ぶことができた。 

・講師の方の話すスピードが聞きやすかった。 

 ・講義内容が膨大で薬のことなど理解しきれなかった。 

 ・テンポが速く途中ついていけなくなった。 

 ・講義の内容は理解できたが、実践できるかわからない。 

 ・会場で直接、対面でやりたかった。 

評 価・総 括 

○目標達成の評価：【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・満足度、達成度共に目標達成できた。 

・講義開催曜日および時間について、平日午後と土曜日 1日など様々に設定した

が、受講割合は目標達成できなかった。 

○総括  

・講義開催曜日および時間についてのアンケートでは、様々な意見があったが、受

講者が望む研修内容であれば、どの時間でも参加すると思われる。 

・次年度も受講したくなる魅力的な講義を計画し、ケアのスキルアップや訪問看護

師の自信に繋げられるようにしていく。 

課 題 

○テンポが速すぎてついていけなかったとのコメントが複数きかれた。理解しやす

い講義内容および速度等について事前に講師と検討していく。 

○受講者増に向けて、随時、訪問看護ステーションへの情報提供を継続していく。 

担当者 訪問看護推進委員会 

 


